
日立労働基準監督署からのお知らせ

平成２２年 前年同期 増 減

食 料 品 製 造 業 3 4 －１ ・ 事故の型別災害発生の割合

平成２２年上半期における管内の労働災害発生状況（速報）

食 料 品 製 造 業 3 4 －１ 　　・ 事故の型別災害発生の割合
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接 客 娯 楽 業
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そ の 他 の 事 業

1月から6月末までの平成22年災害発生件数（休業4日以上）
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平成２２年発生 死亡災害事例

1月から6月末までの平成22年災害発生件数（休業4日以上）
（7月10日現在）○は死亡で内数
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接客娯楽業

事業の種類

　修繕塗装用足場を設置したまま遊具施設（ジェットコースター）
の試運転をしたところ、搭乗していた被災者が足場部材に激
突した。施設管理

40歳代

激突

災　害　の　概　要
職　　種
年　　齢

事故の型

起因物

商　　　　業

　原付バイクで集金先に向かう途中、片側一車線の国道上の
センターライン付近で右折のため対向車線の車の通過を待っ
ていたところ、後方から走行してきたトラックに激突された。
　さらにバイクは対向車線に押し出され、反対車線を走行して
きた自動車にも激突された。

足場

新聞配達員
50歳代

交通事故（道路）

トラック

　朝刊配達のため原付バイクにて走行中、路面が凍結してい
たためスリップし電柱に激突した。

商　　　　業

きた自動車にも激突された。

新聞配達員
40歳代

交通事故（道路）

乗用車・バス・バイク

トラック

（�）平成 22年 7月 30日


